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ᴮǽɂȫɔに

　認知ᇘ経科学研究室は、2017年にϧ࣐福祉科学科、ϧ ・࣐

生֤ጕにオープンしました。学科の学生さんたちにとって

は、ちɚっとͷをやっているのかよくわからない、なんか

ॷしい、先生の言っていることがよくわからない、といっ

たイメージだったのでは、とو想しています。そんな中、

おっかなびっくり研究室のᩌをդいてくれた学生さんたち、

また、あそこの研究室に行ってみたらᴼと学生さんたちに

ɬドʚイスしてくださった先生がたにはとても感ពしてい

ます。

　私たちの研究室では、ᑲ・ᇘ経ጕ・身体を、情報ѿ理す

る実体として理ᜓすることを目指しています。΍えば、私

たちは日ȁ۹くの情報に᜔れていますが、それらを全て取

り入れているわけではありません。Ɏどよく情報を選別し、

無用なຉ̒に᪎らないような̈́組みができています。一方

で、私たちの意ឧにのɏらないにもかかわらず、知らない

間に۹くの情報を取り入れています。෥ȸかないうちに取

り入れている情報によって、私たちの意९ข定や෥分・情

動は、大きく影響を受けています。加えて、ᑲは、ᠴりな

い情報を、これまでの経験や学習によって補うことによっ

て˰ႜを理ᜓします。このような情報ѿ理の̈́組みがうま

くЄかなくなると、ここɠや身体に˪ᝩをきたします。私

たちの研究は、ϧ࣐や福祉に直結するわけではないのです

が、これらを理ᜓすることが、఼߬ͷらかの៤献に結びつ

くかもしれない、という๽い期शをધって研究を᣹めてい

ます。

ᴯǽ研究Ɂ஁ศˁᚽᏚ

　研究室では、人を対象とした実験研究に˿眼を置いてい

ますが、人のᑲを想定した᜛አ機実験（シʩュレーシʱ

ン）や、ஒ存のʑータʣースを用いた研究もܟӘしていま

す。実験ᚽ置も、ようやくいɠいɠなものがそɠってきま

した（ᝊ細はèttps://÷÷÷®osu­laâ®com/aâoutをご参ྃ

ください）。

　ᑲの活動を᜛ລすることは、ᑲの情報ѿ理を知る上で、

大きな手がかりとなります。΍えば、どのようなᝥ題でᑲ

のどの場所のα号が۰化するかを観察することで、各ᑲ部

ͱの機ᑤを推しᦀることができます。研究室には、電෥的

活動を᜛ລするᑲฯ᜛と、ᑲ表面のᑲᚌํ（そのᑲ部ͱの

活動を反஭します）を᜛ລするÎÉRS（近ᠣ外分б᜛ລᚽ

置）があり、Ԥ業研究や修士・博士の研究で使用されてい

ます。今、最も細かくᑲの活動場所を知ることができるの

はMRÉ（ᆯ෥共ᱝ႕Ѕᚽ置）ですが、これは自前で୥϶

できる規ൌのものではないので、他施ᜫとの共同研究とし

て使わせていただいています。また、情動の۰化やストレ

ス、リラックスといった自ऺᇘ経ጕの活動は、身体の反ख़

にも反஭されるため、ᄠᒑ電ͱ反ख़や॑ઍ、॑ઍを利用し

た自ऺᇘ経指ൈ、視፷、ᅫތवなどの生体指ൈを᜛ລする

ᚽ置も૧えました。これらの᜛ລᚽ置を使うと、提示した

Ҩ༜や行なったᝥ題とᑲ活動の相関関Ρを観ລすることが

できます。しかしරॡながらى果関Ρを೫証することはで

きません。ى果関Ρを೫証するには、ͷらかの方法で介入

した結果、ターɼットとする行動やᑲ活動が۰化すること

を示す必要があります。そこで、電෥Ҩ༜やᆯ෥Ҩ༜によっ

て、ᇘ経やኅ・ᑲに介入するᚽ置を߳入しています。

　また、റȁな実験ၥہを実現する一つの手段として、

ÖRの߳入も᣹めています。機ಽ学習や຅࠙学習をつかっ

たシʩュレーシʱンのための᜛አ機ၥہや、オンラインの

実験ၥہも୥えつつあります。

ᴰǽ研究ʐ˂ʨ

　研究室では、റȁなテーマを੥っています。学生さんの

ᒾ֞を中॑に、実施ժᑤか、新規性があるか、といった議

論をして内容をขめています。以下に、一部をご紹介します。

Ȍニューロリʙʝリテーシʱンȍ

　私のこれまでの研究の˿ᢉの一つが、ᤆ動制ॅ・学習の

基礎研究とそのリʙʝリテーシʱンへのख़用ということで

したので、ᑲԤ中࿁Ჽფপ者΍を対象としたニューロリʙ

ʝリテーシʱンを想定した研究を᣹めています。研究室に

は、理学ჵ法士や作業ჵ法士として実өの経験がある大学

院生が所属していて、ᒱࣂ現場の感ᜁを活かしながら研究

しています。トピックの一つは、Ჽფ手の「学習された˪

使用」をгఏし、Ჽფ手をいかにሥ഍的に使ってもらえる

ようにできるか、ということです。Ჽფによって࿁ϫの手

の機ᑤがͲ下すると、機ᑤेوᜡᎃである程࣊使えるよう

にेوしても、どうしても使うのがИӔになって、ϧ常

なϫの手ばかりを使ってしまいます（学習された˪使用）。

ϧ࣐ᇩᇐ科学科
ᝓᅺᇘጽ科学研究޷

ފᬳǽျᔐ۾
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この現象には、ᑲがどのように使う手（ࡿծどちらの手を

使うか）を選んでいるのか（΍えば、どのような情報が関

与しているのか、どのようにࡿծの価値やコストを෗ᢎし

Ҝ୽しているのか）、その情報をѿ理しているのはどのᑲ

部ͱなのか、Ჽფ手の選੻をۄやすにはどうすればよいの

か、といった、ᑲの情報ѿ理としてとてもᒾ֞຅いץ題が

含まれています。ᑲ活動を᜛ລしたり、ᑲやᇘ経にҨ༜で

介入したりすることで、このץ題にɬプローチしています。

Ȍ無意ឧの情報ѿ理ȍ

　研究室で特にา目しているのが、意ឧにのɏらない情報

ѿ理です。意ឧにのɏらない情報が意९ข定に重要なमҾ

を果たしていることは、॑理学では知られていましたが、

それがマーɻティングや経ຑ学からもา目されたのは、॑

理学者でありながらもノーʣル経ຑ学᠈を受᠈したダニエ

ル・カーʗマンの៤献が大きく、ᇘ経経ຑ学という新しい

分野も発展しています。私自身も、マーɻティング会社で

๡៵者ᇘ経科学の業өの経験があり、人がɬンɻートで（意

ឧ的に）ኌえることと、生理指ൈが示す反ख़のɸʭップや、

ᑲ活動を᜛ລすることでɬンɻートでは知り得ないことを

知ることができることを目の当たりにしてきました。この

ような経ᎁから、研究室にはニューロマーɻティングにᒾ

֞をધってᜪれる学生さんもいます。研究の一΍としては、

ᣵ続フラッシュੱ制という手法を使って、意ឧにのɏらな

い࿡態で視ᜁҨ༜を提示し、無意ឧの情報ѿ理を૘ると

いったことをᝁみています。これは、ծ目とࡿ目に異なる

視ᜁҨ༜を提示した場合、どちらか一方のҨ༜だけが知ᜁ

され、他方がੱ制される、両眼視野ᩰ̚という現象を利用

した手法です。通常は、時間にͧってࡿծが入れఉわるの

ですが、࿁方のҨ༜を༜しく۰化させることで、他方の知

ᜁを長時間ੱ制することができ、そこに、無意ឧ的に情報

を提示することができます。知ᜁがੱ制された（෥ȸかな

い）情報に対する反ख़（行動の۰化やᅫތवなどの生理指

ൈ）を評価することで、無意ឧ的情報ѿ理のᤈ程をあɉり

だすことができます。

Ȍ発ᤎ᪩޼・ጀᇘ჏প・ࢶ福࣊ȍ

　ϧ࣐福祉科学科ということで、学生さんにも、発ᤎ᪩޼

やጀᇘ჏পにᒾ֞がある人が۹く、これらに関ᣵする研究

もܿめつつあります。ྊ野ޫல先生をはじめとしたᒱ॑ࣂ

理学の皆റや、早稲田大学高等研究所で自ᩐスペクトラム

症をߩᩌに研究しているࠥ本঩子先生など、頼りになる共

同研究者に助けていただきながら、ߵしずつ展開していま

す。ϧ常ᚱ験者を対象としたɬナログ研究が中॑となりま

すが、΍えば、ྊ野研究室で明らかになった社̬˪安にお

けるծ前ᭀ഍のᤈ活動に対して、᫽ᆯ場Ҩ༜でその活動を

一ᤈ的にੱ制するといったᝁみを行なっています。᫽ᆯ場

Ҩ༜は、最近า目されているᑲ活動への一ᤈ的な介入手段

であり、これにより社̬˪安のϿտを一時的に緩֪するこ

とができれば、ծ前ᭀ഍がى果的に関Ρすることを示すこ

とができますし、ᒱࣂ的にもमに立つժᑤ性があると考え

ています。自ᩐスペクトラム症については、早稲田大学も

参႕しているÕniversity 21という国際研究大学コンʇー

シɬムを介して、ʚーʩンɶム大学を中॑とした国際Ԧ共

同研究を᣹めつつあります。ඔዢでの自ᩐスペクトラム症

の研究が、ᄌ人႒性というϡった当̜者Ᏸを対象としてき

たことへの反ᅁから、国際෗ᢎ研究が͙႕されており、前

述のࠥ本঩子先生を中॑に、福̢大学ともᣵଆして今後

展開していく̙定です。また、立֤ᮁ大学山࠯ъ子先生、

ÎÉCT Eiêi Îa÷a先生、ྊ野ޫல先生とは、า意機ᑤとࢶ

福࣊、ここɠのఝ病の関ᣵについての共同研究を᣹めてい

ます。

ᴱǽ研究޷Ɂ࿑ौȻ̾後Ɂࠕఖ

　研究室では、ሥ഍的に学内外との共同研究を᣹めるよう

にしています。特に大学院生には、学外の人と̬ํする機

会をできるだけ提供しようと९っています。学内では、ス

ポーツ科学学術院や理ࡾ学術院と̬ํしています。また、

๜外との共同研究もߵしずつܿめています。

　ʆʩ生は、他学科からのॖఖ者が෗ᢎ的۹く、ここୣ年、

ԡୣ程࣊が大学院に᣹学を࢑ఖしています。修士ᝥ程に᣹

学して߿職、というʛターンが常態化しつつあります。一

部は博士に᣹学してくれていますが、博士への᣹学者をۄ

やすべく、研究のᰀӌをɬピールしていきたいと考えてい

ます。Ԥ業生の᣹ᡅは、コンサルጕ、ÉTጕの͙業が۹そ

うです（サンプルୣはߵないですが）。今年、қめての博

士号が᝖生する̙定です。

　研究室をオープンして５年目となり、ようやくいɠいɠ

なことがᢀᤍに̋りつつあるように感じています。රॡな

がら、コロナᇧでいɠいɠなプランが中୽していますが、

ᣡにこのピンチをチʭンスに۰えて、オンライン実験や

ʑータʣースを使用した研究、᜛አ機シʩュレーシʱンに

よる研究などを推し᣹めていきたいと९っています。

　今後は、「ʣストな॑身の࿡態」はどのようなものなのか、

それを፟ધするにはどうすれば良いのか、そこから外れつ

つあることを೫出することができるのか、といったことを

大きなテーマとして࿬っていきたいと考えています。「ʣ

ストなᑲの࿡態」は明らかではないのですが、それがウɱ

ルʝーイングの࿡態であるならば、人間科学学術院の目指

すとこɠとも合ᒵする研究テーマといえると९います。
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